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 本資料は、当社の企業説明に関する情報の提供を目的としたものであり、 

当社が発行する有価証券の投資を勧誘することを目的としたものではありません。 

 また、本資料は2014年10月31日現在のデータに基づいて作成されております。 

本資料に記載された意見や予測等は、資料作成時点の当社の判断であり、 

その情報の正確性、完全性を保証し又は約束するものではなく、また今後、 

予告なしに変更されることがあります。 

 本資料に引用しております各社商標、著作物等知的財産権、並びに肖像権 

その他一切の権利は、当該知的財産権を有する各権利者並びにその権利の 

主体に帰属します。 

本資料お取扱上のご注意 
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企業・事業概要 1 



 

企業・事業概要 
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会社概要 

所在地 

設立 

資本金 

連結子会社 

連結従業員数 

インターネットリサーチ事業（プラットフォーム提供） 

東京都渋谷区桜丘町26番1号 セルリアンタワー 

平成14年4月 

233百万円 

技慕 ꜚ市場調査（上海）有限公司（中国） 
GMO RESEARCH PTE.LTD（シンガポール） 
GMO RESEARCH PRIVATE LIMITED（インド） 

97名（平成26年10月31日現在） 

当社は、ネットリサーチ産業のプラットフォーム提供会社です。 
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企業・事業概要 
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過去3年間の売上高年平均成長率は、25%以上で推移しています。 
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₴₳᷈  25.86% 

（単位：千円） 
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企業・事業概要 
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強みは、「プラットフォーム」「Cloud Panel」「最先端テクノロジー」です。 

業界標準 
となる共有 

プラット
フォーム 

アジア 
最大級の 
数を誇る 
クラウド 
パネル 

最先端 
テクノロ

ジーによる
進化・連携 

ビッグ 
データ

* 

当社のビジネスモデル構造 

* 当社が蓄積するデータは世界標準のガイドラインに適合させながら当社独自の「品質管理基準」に基づいて運用しております。 
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企業・事業概要 
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GMO Market Observerは、ネット上で調査の全てを完結できるサービスです。 
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企業・事業概要 
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ASIA Cloud Panelの登録者数は1200万人以上、アジア最大級を誇ります。 

ASIA Cloud Panel（平成26 年10 月31 日現在） 

※1000人未満は切り捨てて表記しております。 
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2,497,000  
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5,180,000  

126,000  

38,000  

3,000  

165,000  
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企業・事業概要 
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最先端技術を活用し、消費者の深層心理を把握するツールを提供していきます。 

 

生体反応
の測定 

潜在意識
の可視化 

消費行動
の観察 

生活者の
声の傾聴 

最先端テクノロジーで進化する 
プラットフォームを目指しています 

最 
先 
端 
調 
査 
手 
法 
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結論と要約 ２ 
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結論と要約 
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国内 

海外 

(Asia)  

・海外売上構成比が四半期で19%に（過去最高） 

・GMO Market Observer（中国語・英語）リリース（2014.9 ） 

・GMO Market Observer（高精度回答率予測エンジン｢APE｣）リリース 

・Japan Cloud Panel登録会員数 500 万人突破 

・Asia Cloud Panel登録会員数 700 万人突破 

売上高20.8％増、営業利益44.1％増 共に過去最高額 

7 - 9  

1 - 9  

・中国事業の売上高及び、営業利益が月次で過去最高に（2014,9 ） 



売上高20.8％増、営業利益44.1％増 
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結論と要約 

（単位：百万円） 

売上高 

営業利益 

経常利益 

最終利益 

2013 
1-9月 

(参考情報） 

1,382 

86 

95 

70* 

前年同期比 
(参考情報） 

1,670 

124 

116 

66 

〒20.8% 

+22.1% 

▲5.8% 

+44.1% 

2014 
1-9月 
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2014 
1-9月 

結論と要約 

売上高 

営業利益 

経常利益 

最終利益 

通期 
連結業績 

2,586 

241 

239 

142 

進捗率 

11,726 

406 

387 

184 

14 

︣  

売上高の達成は若干遅れるも、営業利益はほぼ予定通り 

 

 

 

 64.5 %  

51. 5%  

48.5 %  

46. 4%  

（単位：百万円） 

1,670 

   124 

   116 

66 

92.1% 

96.5% 

91.1% 

84.6% 

目標 
達成率 
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結論と要約 

（単位：千円） 
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* ╠► Ẁ ѫ ד  
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 2014年度も過年度傾向通り、下期偏重で進捗 
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結論と要約 

 海外売上高構成比が3Q単独で19％に 
 

（単位：千円） 
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国内顧客売上 

海外顧客売上 

海外顧客売上構成比 

Ẇ  
֒  

ᶤӭ Ι ֓ Ι  

19% 

中国子会社設立 

インド子会社設立 

シンガポール子会社業務開始 
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２ 第3四半期決算概要 3 
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第3四半期決算概要 
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売上高、営業利益、経常利益が増加 

  
( ) 

前年同期比 

（％） 

〒20.8%  

売上原価 〒17.6%  

〒25.4%  

483  〒22.0%  

(販管費率) 〒0.4pt  

〒44.1%  

+1.2pt  

+21.3%  

当期純利益 △5.8%  

経常利益 95  

70*  66 

販売費及び一般管理費 589  

34.9% 35.3% 

営業利益 86  124  

（営業利益率) 6.2% 7.4% 

2013年 3Q累計 

（1-9月） 

2014年 3Q累計 

（1-9月） 

売上高 1,382  1,670  

812  955  

売上総利益 569  714 

116  

* ѫ ҵʣ ѩы ד  
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第3四半期決算概要 

2013年 3Q累計 

営業利益 

2014年 3Q累計 

営業利益 

86  
124  

130  

13  

50  

100  

150  

200  

250  

アウトソーシング
サービス 

D.I.Yサービス 
その他サービス 

48  

33  

人件費増加額 

業務委託費増加額 

地代家賃増加額 

採用費増加額 その他増加額 

 アウトソーシングサービスの利益増加が人件費増加を吸収し、 
 営業利益は前年同期比44.1%増 
 

（単位：百万円） 

2 

7 4 15  



システム開発投資により固定資産が約8割増加 

BS( ) 

第3四半期決算概要 
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( ) 
前年同期比 

（％） 

流動資産 △ 2.7%  

△ 34.6%  

固定資産 〒82.7%  

資産合計 〒14.8%  

流動負債 〒20.3%  

固定負債 〒57.4%  

負債合計 〒21.3%  

純資産 〒8.7%  

△2.4pt  

453  550  

488  530 

（純資産比率） 

（現金預金） 

941  

51.1% 48.7% 

189  346  

1,080  

440  530  

12 19 

2013年 3Q 

（9月末） 
  （参考情報） 

2014年 9Q 

（9月末） 

751 731  

316  206  
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 下期の重点施策 ４ 



 

下期の重点施策 
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下期の重点施策は、顧客内シェア100%浸透そして、中国の事業拡大 

1.  

 ・D.I.Yプラットフォームの浸透により日本のネットリサーチ産業の業界標準を作る 

 

2.   

 ・アジアへの展開による市場拡大 

【成長戦略（一部）】 
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下期の重点施策 
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 国内取引先トップ30社の顧客内シェア100%へ 

国内取引先トップ30内当社シェア 

 GMO Market Observer 
ᾚЊ▌ӓ  

 
1)ᵣ ᴣ ᾐ̱̑Ѱ  
2) Ϭѫ ṑ Ẏ 
    ̔ User ID ρ  
3) ᴜ◐ Ẁ  
4) ὖ Cloudӓ 
    ͪ Ҋֻ 30%  
5) ὕ 
   GMO Market Observer ⅎף  
     ► HP ᾚ  

当社のシェア 

当社目標 

► ֝╠ϼ ► ►  

50% 
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下期の重点施策 
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下期の重点施策 

25 

（単位：万人） 1200ʠ˲  
Ẏ 

514 

715 

Japan Cloud Panel 

Asia Cloud Panel（除：日本） 

インドパネルの増加 

国内パネルの増加 
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 中国ビジネスは成長期へ、体制強化 
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下期の重点施策 
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（単位：千円） 

̱Ѱ▌ӓ  
10 ʤ  

1) ᴣ ᾐ̱̑Ѱ  
2)PM ᴣ ᾐ̱̑Ѱ  
3 Ϯϼ ̬ Ẁ  

֒  
Ṹʣ ᵣ ѫ  

売上高 

営業利益額 

Ḹ ʴᶮἧ̝ Ӵ̱ Ṹʣ ֗ ᵣ ѫ  
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（1）アウトソーシングサービス売上 
      Full Serviceṕ ṇ Ṗ 
    Ḳ ṇ ḱ ṇ ḱ ṇ ṇ ḱ ṇ ḭ  
ךּ    ︡ ︡ ︣Ḯ           
     Sample Supplyṕ Ṗ 
   Ḳ צּ ṇ ︡ ךּ ḭ צּ ḭךּ ṇ  
   ︡ ︣Ḯ 
（2）D.I.Yサービス売上 
     Self Sample Supplyṕ Ṗ 
   Ḳ ṇ ṇ ךּףּ ḭ צּ ṇ ︡ ︣Ḯ                        
   システム関連売上 
   ḲGMO Market Observer ṇ ṇ ︡ ︡ ︣Ḯ 
（3）その他のサービス売上 
   ṇ ︡ ךּ ףּ ︡ ךּ ḱ ︡ ︣Ḯ 
（4）パネル 
     ṇ ︢ ︣ ṇ ︣Ḯ 
（5）Cloud Panel 
וֹ    שּ ︡ ể ︡ קּ לּ ︡ ︣Ḯ 
（6）Japan Cloud Panel 
     ṇ ︢ ︣ ṇ ︣Ḯ 
（7）ASIA CLOUD PANEL 
     ṇ ︢ ︣ ṇ ︣Ḯ 
（8）GMO Market Observer 
צּ      ḱ ︡ ךּ ṡ ṇ ṇ קּ Ṣ ṇ ︣Ḯ 
（9）PM要員（プロジェクトマネージメント） 
   ṇ ︡ ︣ ︣Ḯ 


